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 英語民間試験や記述式問題の導入が頓挫し、大学入試改革に赤信号がともってい

る。安倍政権が進める教育再生の先には、どんな社会が待っているのか――。世界

の教育事情を知る脳科学者の茂木健一郎氏（５７）が小手先の教育改革をぶった斬

る。 

 ◇  ◇  ◇ 

 

■生ぬるく甘ったるい“個性重視” 

 

  ――大学入試改革の迷走をどう見ていますか。 

 

 今回の政府の入試改革案は、日本の将来を託す子供たちを育てるという意味にお

いては、まったく話になりません。あんな小手先の改革で済むと思っている時点で、文

科省には当事者能力がないんだなと強く感じました。例えば、導入が見送られた記述

式問題。受験生は１０枚、１００枚とたっぷり記述し、採点する教師の側も自らの価値

観が表に出る。主観と主観のぶつかり合いが記述式です。入試改革では、ちょっと書

かせて「記述式」だと称しているだけ。大学も選考に対する自信や眼力がないのでしょ

う。とても根は深い。 

 

――小手先の改革は安倍政権らしい。理念や哲学がない。 

 



 安倍首相の最大の特徴は縁故主義。これが最も残念なところです。お仲間優先が

強すぎて、日本国内のベスト・アンド・ブライテストを集めていない気がします。必ずし

も安倍首相の思想に共感しない人や考え方が違う人も、オールジャパンやワンチー

ムで教育改革をするという雰囲気があれば、世界的な水準と比べてもう少しマトモな

教育改革ができているはず。世界の教育についての知識や洞察力のない方々が政

策を担っているのは、非常に悲劇的なことです。 

 

  ――世界の教育はどう違うのでしょう。 

 

 僕は象徴的に「ハーバード大学はＦランクの大学だ」と言っています。偏差値で見れ

ば、低い人でも入れるし、高いから必ず入れるわけでもない。この学生を入学させた

らハーバードが発展するのかどうか、必死になって個性を見極める。そういう入試を

実践しています。 

 

  ――ハーバードはどういう学生が欲しいのですか。 

 

 選考プロセスが公開されていませんが、情報はある。例えば、理想的な志願者の一

例として、ゴツゴツした路面で一輪車に乗る競技を自分で思いついて、小学校の時か

らずーっとその記録を取っている。“ゴツゴツ一輪車乗り”の記録の履歴を示して、「年

齢を重ねるに連れてこんなに伸びました」というリポートを書いてくるような学生をハー

バード大学は欲しい。自分で開発しちゃうような学生です。だけど、次の年、ゴツゴツ

一輪車乗りをやって合格するかというと、もう駄目なんだよね。 

 

  ――とても難しい選考方法ですね。 

 

 日本は戦国時代、それをやっていた。織田、豊臣、徳川。誰についていくべきか。自

分の出世どころか、一族郎党の命が決まってしまうわけですから、必死になって、個

性を見極めていたのです。 

 

――安倍政権の教育改革も個性重視をうたっている。 

 

 日本でいう個性はほんとに生ぬるいというか、甘ったるいというか、人間の存在の幅

が狭すぎる。狭い幅の中で、「あの子は思いやりがあって、やさしい子だ」「やる気が

あって目が輝いている」みたいなレベルで言っている。そんなもの何の役にも立たな

いですよね。 

 



  ――英語、国数記述式の民間導入は頓挫しましたが、民間の「ｅポートフォリオ」

導入が検討されています。高校生活全期間の活動を記録させ、入試の評価につなげ

るという構想です。 

 

 終わってますね。ｅポートフォリオでボランティア活動などを点数化するなんてくだら

ない。ｅポートフォリオに書けるようなものは個性じゃない。標準化というものが根本的

に違うんですよ。原則自由で標準化しないというのが多様性を担保するのには大事

なことなのです。  

■若者のリアリズムに希望 

 ――若者と話す機会が多いようですね。 

 

 今は、子供から学ぶ時代ですね。中高生としゃべっていると、アニメやゲームは彼ら

の方がはるかに進んでいるので、常識が通用しないんですよ。大人たちが持っている

価値のヒエラルキーとは全く違うところで子供たちのリアリティーがある。しかも、アニ

メとか漫画はグローバルにつながっているから、グローバルカルチャー。日本は、ア

ニメや漫画のコンテンツを作る力は、中国などに比べてまだまだ強い。子供たちの世

代は日本も期待できるところがあると思う。でも、大人がクールジャパンとか言い出す

と、結局ムダ金を使って、台無しにしてしまう。 

  ――若者は大人をどう見ているのですか。 

 

 中央省庁がシュレッダーで公文書を破棄したと言っているような国です。政治家など

偉そうにして大人たちは威張っているけど、どうせ次の世代は自分たちの持ってるリ

アリティーが世界の中心になるということを知っている。無駄な軋轢を起こさないとい

うのが若い世代の特徴である気がします。そういう子供たちを拾えるような体制にな

っていたら、日本はもう少し発展する機会が増えるんじゃないかと思う。 

 

――“古い大人”は何も言わない方がいいですね。 

 

 日本の課題や、やるべきことをリアルに見る時代が来ていると思う。明治維新はよ

かったと言っているフェーズは終わった感じがします。リアリズムから見たら、日本の

教育、高齢化、少子化対策は待ったなしです。少子化対策について、諸外国を見ると、

古い家族制度にこだわっていると、子供は増えないというのがほぼエビデンスで示さ

れている。一部の方が夫婦別姓に反対したり、従来からの家族観に固執して家族を

限定的にとらえるのは、もはやファンタジーなんでしょう。リアリズムで、いかにシング



ルマザーの人を支えるかとか、いろいろな家族形態を認めるか考えた方がいいです

よ。 

 

■いろいろな出会いの組み合わせが天才を生む 

 

  ――外国ではリアリズムで語られているのですか。 

 

ある有名な文化人がゲイカップルに育てられた。お父さんが２人。米国でも収入の男

女格差があるので、父―母より、父―父の世帯の方が所得が高くなり、有利だという

議論があります。父―母がいて家族だというのがファンタジーだとしたら、ゲイカップ

ルの方が経済的に実は有利だというのがリアリズムの議論です。日本で、そういう議

論は一部ではあるのでしょうが、永田町や特に自民党では全く行われていないように

思う。その辺が時代に合わなくなっている気がします。政権交代の可能性が常にある

という状況でなければ、政治家は堕落するし、油断する。仲間内でいろいろやろうとし

ちゃうんじゃないですか。それでいいと思っている日本人は大丈夫なのかというのが

実感です。 

 

  ――天才を誕生させるのは、後天的に教育で脳を発達させることが重要なのか、

それとも遺伝的な要素で先天的に決まってしまうのか。脳科学の観点からどうです

か。 

 

天才は遺伝しない。アインシュタインの息子も研究者になりましたが、「ウィキペディア」

には、要するに「いい人だった」と書いてある。モーツァルトの息子も２世として売ろうと

したが、ダメだった。逆に、アインシュタインのお父さんは平凡な人だったし、モーツァ

ルトのお父さんも普通の音楽教師。天才は凡人から生まれ、子供をまた凡人に変え

る。ＩＱ（知能指数）は５０％、身長は７０％遺伝しますが、天才は遺伝しないのです。個

人の資質と時代が出会った時に、天才という事象が生まれる。偏差値で輪切りにして、

この大学に行きなさいみたいなやり方が一番最悪です。現状の日本は、成績がいい

人が東大に行くとか、行き先が狭く定まっている。こういう融通のない社会は、いろい

ろな出会いの組み合わせが起こらない。いろいろな人が、いろいろなことを試すことが

できるというのは、結局、組み合わせを通しての天才が誕生するきっかけになっていく

んだろうと思います。だからハーバード大学は、勉強のできない子も入学させるんで

すよ。ペーパーテストができない人もいるから、多様な出会いができて、いろいろと試

すきっかけになるのです。 
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▽もぎ・けんいちろう １９６２年、東京都中野区生まれ。東大理学部、法学部卒。９２年、同大

学院物理学専攻博士課程修了後、理化学研究所の研究員。同研究所で脳科学の研究を始

める。現在はソニーコンピュータサイエンス研究所上級研究員。ＬＩＮＥ ＢＬＯＧ「脳科学者の

ひとりごと 時々書生」で、日々の出来事について所感を発信している。  

 


